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平成26年１月１日現在
（　　）内 前月比

人口
13,992 人
（▲5）

男
6,697 人
（+1）

女
7,295 人
（▲6）

世帯
5,931 世帯
（+4）

2014

１月13日　身延山久遠寺「御年頭会・曳馬式」
　御念年頭会は日蓮聖人が身延山へ入山した翌年

（1275年）の元旦、地元の領主である波木井実長（南

部実長）公をはじめ、弟子、信徒らが聖人のもとに集っ

て祈願をしたことに由来すると言われ、曳馬式はその祈

願の際に、聖人が実長公の献上した名馬に乗って館へ

赴いたという故事にちなんでいます。



― 身 延 町・申 告 相 談 日 程 ―

２月１７日（月）～３月１７日（月） 中富総合会館

２月１８日（火）～　　２１日（金）
身延町総合文化会館

３月　４日（火）～　　　７日（金）

２月２４日（月）～３月　３日（月） 下部地区公民館

※土・日曜を除く
※受付時間：午前９時～正午、午後１時～４時
※株式や用地買収による譲渡所得者は、鰍沢税務署で申告をお願いします

蘆
１
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
が
、
所
得
控 

　
除
の
合
計
を
超
え
る
方

蘆
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
合
計

　
が
20
万
円
を
超
え
る
方

蘆
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
方

蘆
年
末
調
整
で
、
保
険
料
や
扶
養
な
ど
の
控

　
除
を
忘
れ
た
方

蘆
土
地
や
建
物
の
譲
渡
を
さ
れ
た
方 

　
な
ど

蘆
町
か
ら
「
町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康 

　
保
険
税
申
告
書
」
が
送
付
さ
れ
た
方

蘆
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
（
申

　
告
を
し
な
い
と
一
定
の
所
得
の
方
に
対
す

　
る
軽
減
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

蘆
専
従
者
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
方
（
給
与 

　
支
払
者
が
確
定
申
告
を
し
て
い
る
場
合
も

　
専
従
者
の
方
は
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ

　
さ
い
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　
所
得
税
、
町
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま

す
。
税
の
申
告
は
正
し
く
、
早
め
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。
受
付
期
間
中
は
、
税
務
署
や
町

の
申
告
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
混

雑
時
に
は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※

所
得
税
の
確
定
申
告
は
町
県
民
税
の
申
告

も
兼
ね
て
い
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
を

さ
れ
た
方
は
町
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
但
し
、
確
定
申
告
を
し
た
方
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
旨
を
記
入
し
町

県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
告
書
の
提
出
の
み
の
場
合
は
、
期
間

中
、
各
支
所
の
窓
口
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
す

る
と
、
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

蘆
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
等
で
取
得
し
た

蘆
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

蘆
災
害
な
ど
で
損
害
を
受
け
た

蘆
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い

　
な
ど

▽
申
告
相
談
に
は
毎
年
た
く
さ
ん
の
方

が
訪
れ
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　
待
ち
時
間
を
少
な
く
し
、
皆
さ
ん
が
効
率

的
に
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
点
を

準
備
・
把
握
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

蘆
申
告
書
（
確
定
申
告
さ
れ
た
方
は
昨
年
の

控
え
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
）

蘆
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

蘆
印
鑑
（
認
印
可
）

蘆
収
入
支
出
の
分
か
る
帳
簿
類

※

事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
、
収
支
の
内
訳
が

整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
申
告
に
時
間
が
か
か

り
、
他
の
申
告
者
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
領

収
証
等
を
ま
と
め
、
項
目
別
に
整
理
し
、
計
算

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

蘆
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
掛
金
が
あ
る
方

は
、「
掛
金
の
払
込
証
明
書
」
を
用
意
す
る
。

蘆
営
業
等
所
得
が
あ
る
方
は
、
収
入
・
支
出
の

内
訳
を
項
目
別
に
積
算
し
整
理
し
て
お
く
。

蘆
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、「
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
用
意
す
る
。

蘆
国
民
年
金
の
掛
金
が
あ
る
方
は
、「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
ま
た
は
領
収
書
を
用
意
す
る
。

蘆
障
害
者
控
除
等
受
け
る
場
合
は
障
害
者
手

帳
ま
た
は
写
し
を
持
参
す
る
。

蘆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
支
出
医

療
費
を
証
明
す
る
領
収
書
、
医
療
費
を
補

て
ん
す
る
保
険
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

明
細
書
（
分
娩
費
、
高
額
療
養
費
、
給
付

金
等
）
を
用
意
す
る
。※

あ
ら
か
じ
め
領

収
書
を
個
人
ご
と
、
病
院
・
薬
局
ご
と
に

ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
額
を
計
算
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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※所得税の還付申告書は 2月 17 日以前でも提出することができます。
※振替日は、口座振替を利用される方の、預貯金口座等からの引落し日です。

】
先
せ
わ
合
い
問
【　

課
務
税

 

当
担
税
課

　

３
０
８
４
）
２
４
（
６
５
５
０
☎

― 鰍 沢 税 務 署・申 告 日 程 ―

所得税 ２月１７日（月）～３月１７日（月） ３月１７日（月） ４月２２日（火）

消費税 １月　６日（月）～３月３１日（月） ３月３１日（月） ４月２４日（木）

贈与税 ２月　３日（月）～３月１７日（月） ３月１７日（月）

▽
申
告
は
郵
便
で
も
提
出
で
き
ま
す

　
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方
や
、
会
社
で

年
末
調
整
済
の
方
で
、
確
定
申
告
の
必
要
が

な
い
方
は
、
郵
便
で
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

◆
注
意
点
◆

蘆
申
告
書
に
は
、
必
ず
電
話
番
号
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

（
不
備
が
あ
っ
た
場
合
に
確
認
す
る
た
め
）

蘆
保
険
料
控
除
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
証
明

書
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

蘆
申
告
書
の
本
人
控
は
返
送
し
ま
せ
ん
。
返

送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
返
信
用
封
筒
を

用
意
し
て
切
手
を
は
り
、
宛
名
を
書
い
て

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

蘆
提
出
期
限
　
３
月
17
日
（
月
）

※

な
る
べ
く
早
め
に
送
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

蘆
郵
送
先
　

　
身
延
町
役
場 

税
務
課 

課
税
担
当

〒
４
０
９
│

３
３
９
２ 

身
延
町
切
石
３
５
０

（
住
民
票
登
録
は
身
延
町
に
あ
り
、
都
合
で
他

町
村
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
、
申
告
さ
れ
た
町

村
名
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

収
入
が
な
く
、
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
も
申

告
が
必
要
で
す
。
都
合
で
申
告
会
場
に
こ
ら

れ
な
い
方
は
、
郵
便
で
の
申
告
を
お
勧
め
し

ま
す
。

▽
鰍
沢
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
の
作

成
・
相
談
の
た
め
に
来
署
さ
れ
る
方
へ

　
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定

申
告
書
作
成
会
場
を
、
次
の
と
お
り
開
設
し

ま
す
。

■
期
間

　
１
月
27
日
（
月
）
〜
４
月
１
日
（
火
）

（
土
・
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

■
相
談
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
受
付
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
）

蘆
会
場
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
に
は
、
受
付

を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
る
べ
く
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
作
成
済
の
申
告
書
等
の
提
出
は
郵
送

で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

蘆
申
告
書
等
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作

成
す
る
か
、
提
出
用
・
控
用
と
も
に
、
ペ

ン
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

蘆
申
告
書
等
の
「
控
」
に
受
付
印
が
必
要
な

方
は
、
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

（
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
後

日
返
送
い
た
し
ま
す
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、

早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

　
平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
ま
で
の
各
年
分
に

つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
図

る
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
確
保
の
た
め
に
、

復
興
特
別
所
得
税
を
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・

納
付
し
ま
す
。
復
興
特
別
所
得
税
は
、
所
得
税

額
に
対
す
る
付
加
税
で
、
平
成
25
年
か
ら
平
成

49
年
ま
で
の
各
年
分
の
基
準
所
得
税
額
（
原
則

と
し
て
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）
に
2.1
％
の

税
率
を
掛
け
て
計
算
し
ま
す
。

【
申
告
書
等
の
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
鰍
沢
税
務
署
　
〒
４
０
０
│

０
６
９
３
　

　
　
富
士
川
町
鰍
沢
１
５
０
２
│

１

　
　
☎
０
５
５
６
（
２
２
）
３
１
９
１

専
従
者
の
方
は

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ

　
さ
い
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

蘆
申
告
書
（
確
定
申
告
さ
れ
た
方
は
昨
年
の

収
書
を
個
人
ご
と

病
院
・
薬
局
ご
と
に

ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
額
を
計
算
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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開催日 時　間 場　所 内　容

2 月 19 日（水） 午前 9時～午後 4時 中富総合会館
年金特別便・定期便が送付
された方の相談会

2月 26 日（水） 午前 9時 30 分～午後 4時 南部町森林組合
年金事務所職員による年金
全般に関する相談会

【問い合わせ先】

　町民課 町民担当

　☎ 0556-42-4804

「公的年金等の源泉徴収票」とと「社会保険料控除証明書」「公的年金等の源泉徴収票」と「社会保険料控除証明書」

ご本人が来訪する場合
１．年金手帳、年金証書など、日本年金機構が送付した書類
２．本人確認ができる書類（運転免許証など）

ご本人以外の方が来訪する場合

１．年金手帳、年金証書など、日本年金機構が送付した書類
２．代理人の本人確認ができる書類（運転免許証など）
３．ご本人からの委任状
４．ご本人からの認印

☎

☎
　

☎
　

源泉徴収票

　「公的年金等の源泉徴収票」は、平成 25 年中に厚生年金・国民年

金の老齢又は退職を支給事由とする公的年金を受け取られた方に、

日本年金機構から送付されています。

　「社会保険料控除証明書」は平成 25 年中に納付した国民年金保険

料額の証明書です。社会保険料控除を受けるためにはこの証明書の添

付が義務付けられています。もうすぐはじまる所得税・住民税の確定

申告の添付書類として必要となるので事前に準備しておいてください。

　もし、源泉徴収票や控除証明書を紛失してしまったときは、再発

行ができます。各専用ダイヤルまたは竜王年金事務所へお問い合わ

せください。

広報みのぶ　　2月号　　No.113 4
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「「

　

金

日

　

料

付

申

　

行

せ

見直そう
！運動習

慣！！

問い合わせ先：福祉保健課 健康増進担当　☎ 0556-20-4611保 健 だ よ り

簡単にできる「ながら運動」

体験談の紹介　～「ながら運動」が習慣になっているＳさんより～

　身体を動かす機会を毎日ほんのちょっと増やせば、必ず心身に効果が現れます。
　10年後どんな生活をしていたいかを考えた時、ますます健康でいられるよう、
今から出来る、今だからできる「何か」を見つけましょう。

太ももと下腹部の引き締めに！

下腹部の引き締めに！

ふくらはぎの引き締めに！
太ももの内側の引き締めに！

お尻の横・わき腹の引き締めに！

子どもを保育園まで歩いて送った。
会議のある公民館まで歩いていった。
駐車場をお店の建物より遠い所にとめた。

長く続けるためのコツ！
①「ながら運動」をすることをいつも意識する！

②「毎日必ずこれを！」と決めずに時間がある
　とき、気づいたときにやる！

③きつい運動はせず、普段から身体を多く動か
　すことが出来たら自分をほめる！

「ながら運動」のポイント
①姿勢を正す
　「お腹をへこませ、背中シャキッ！」を心がける。
②和式生活を思い出す
　しゃがんでは立ち上がる「くせ」をつける。
③やりやすい「ながら運動」を探す
　いつ、どこなら無理なくできるのか考える。

①片足立ちでお皿洗いをした。

⑤歯磨きしながらつま先立ちをした。

③仕事中、イスに座って両足上げをした。

②テレビを見ながらクッションを膝に挟んでつぶした。

◎その他にも…

④寝る前に横向きで寝て片足を上げ下げした。

　12月・1月号は、特定健診や生活習慣実態アンケート調査結果から、運動
習慣の大切さを掲載しました。
　今回は「忙しい方」「意志が弱い方」でも、意識すればいつでも、どこでも、
すぐできる「ながら運動」についていくつか紹介します。

広報みのぶ　　2月号　　No.1135



】
先
せ
わ
合
い
問
【　

課
民
町

 

当
担
療
医
者
齢
高
保
国

　

４
０
８
４
）
２
４
（
６
５
５
０
☎

国民健康保険税 納付書国民健康保険税 納付書

保
国
保
国

 

り
よ
だ

り
よ
だ

　国民健康保険は、加入者の皆さんがお金を出し合い、病気や怪我をしたときの医療
費に充てる制度です。その中で国民健康保険税は、国保財政を支える貴重な財源です。
ぜひ、納期内の納付をお願いいたします。
　また国民健康保険税の納付状況は、保険証の更新にも影響します。3月は保険証の
更新の時期となりますので、納め忘れがないか、もう一度ご確認をお願いいたします。

❶保険税はいつから納めるの。
　保険税は、加入した日から納付の義務があります。例えば、届出が遅れた場合などは、

その届出日から納付の義務が発生するわけではありませんのでご注意ください。

❷国民健康保険税を滞納すると・・・
　保険税の納期限を過ぎると、督促を受けたり、延滞金が加算される場合があります。

❸そのまま滞納が続くと・・・
　本来の保険証の代わりに、有効期間の短い「短期被保険者証」が交付されます。

❹納期限から1年を経過すると・・・
　本来の保険証の代わりとして「資格証明書」が交付されます。この場合、医療機関

で診療を受ける場合は、一旦、全額を負担することになります。

■納付が困難なときはご相談ください。
　災害、盗難などの特別な理由によって、保険税の納付が困難な場合は分割納付など

が認められる場合があります。滞納のままにせずに、お早めにご相談ください。
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国民国民

　

　

❶
　

❷
　

❸
　

❹
　

　

身延児童館（身延福祉センター内）
　☎ 0556-62-3880（身延学童共通）

開 館 日 　 月～土曜日
開館時間 　 午前 9時～午後 5時
2月の
休館日

　
2日（日）、9日（日）、11 日（火）、
16 日（日）、23 日（日）

12 月 14 日　「お兄ちゃんお姉ちゃんと遊ぼう」

多くの皆さまのご利用をお待ちしています！

応募資格 …… 町内に住所を有する方

募集人員 …… 15人（男女を問わず）

募集期限 …… ３月３日（月）

応募方法 …… 政策室　企画政策担当まで、ご連絡ください。

　　　※１～２ヶ月に一度の割合で開催される委員会（平日午後７時30分～）に
　　　　出席可能な方

政策室 企画政策担当 ☎ 0556-42-4801

　男女共同参画社会基本法が平成11年６月に成立して以来、各方面においてさまざまな
取り組みがなされています。
　身延町においても、平成18年９月21日に策定された身延町男女共同参画推進条例（身延
ヒューマンプラン）に基づいた、身延町男女共同参画推進委員会の活動により、今日ま
で男女共同参画の推進を図ってきたところです。
　このたび、推進委員の皆さまが平成26年３月末日を持ちまして任期満了を迎えます。
　つきましては、現在までの取り組みの成果等を基に、今後も男女共同参画社会の実現
を図ることを目的に、下記のとおり推進委員を募集いたします。
　身延町の男女共同参画社会実現のため、積極的に推進活動に参加して頂ける方のご応
募をお待ちしております。

「身延町男女共同参画推進委員」の募集！！「身延町男女共同参画推進委員」の募集！！

　
１
年
の
う
ち
で
一
番
寒
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　
陰
暦
２
月
は
「
如
月
」
と
い
い
ま
す
が
、
「
更

衣
」
と
も
書
く
そ
う
で
す
。
現
代
で
は
、
手
袋

や
マ
フ
ラ
ー
、
毛
糸
の
帽
子
な
ど
、
様
々
な
防

寒
グ
ッ
ズ
が
あ
り
、
部
屋
に
は
ス
ト
ー
ブ
や
ヒ

ー
タ
ー
と
い
っ
た
暖
か
い
環
境
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
昔
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
想
像
の

つ
か
な
い
今
の
世
の
中
で
し
ょ
う
ね
。

　
風
邪
に
は
ま
だ
ま
だ
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
季
節
で
す
。
手
洗
い
、
う
が
い
は
も
ち

ろ
ん
、
人
の
多
い
場
所
に
出
か
け
る
時
は
、
マ

ス
ク
の
携
帯
な
ど
も
忘
れ
ず
に
！

【問い合わせ先】

き
さ
ら
ぎ
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チューリップの球根を贈呈
身延ライオンズクラブ

絵画・写真コンクール作品表彰
山梨県スポーツ少年団創設 50周年記念事業

か な た

み ゆ

大河内小学校

下山小学校

絵画・高学年の部 最優秀賞

　望月奏汰くんの作品

絵画・高学年の部 最優秀賞

　望月奏汰くんの作品

－TOPICS－

地域の話題や情報をお寄せ下さい　政策室 広聴広報担当

☎０５５６- ４２- ４８０１

　12月 10 日、大河内小学校と下山小学校に身延ライオンズク

ラブ（藤田祝会長）よりチューリップの球根などが贈呈されま

した。

　身延ライオンズクラブは、昭和 39 年（1964 年）の発足以来、

様々な社会奉仕活動に取り組んでいます。球根 300 個、プラ

ンター、土のほか、大河内小には将棋盤も贈られました。球根

は早速子どもたちの手によって植えられ、色とりどりの花が咲

く日が待たれます。

　12月14日（土）、ベルクラシック甲府にて県スポーツ少年団絵

画・写真コンクールの表彰式が開催されました。各市町村から

絵画の部（低学年・高学年・中学生の部）434 点、写真の部

（指導者、保護者）60 点の応募があり、身延町からは絵画の

部で最優秀賞 1 人・入選 2 人、写真の部入選 1 人が表彰されまし

た。受賞者は次のとおりです。（敬称略）

【絵画の部】▽高学年の部 最優秀賞 望月奏汰 身延東野球スポー

ツ少年団（６年生）▽低学年の部 入選 佐野未侑 身延葵剣友会ス

ポーツ少年団（４年生）、入選 熊谷有真 身延葵剣友会スポーツ

少年団（１年生）【写真の部】入選 石部哲也 身延野球スポーツ

少年団（保護者）　表彰された皆さま、おめでとうございます。

ぐしが み そ ん

沖縄の子どもたちと仲良く
沖縄県八重瀬町との交流会

　12月 26・27 日、沖縄県八重瀬町の児童生徒ら 54 人が身延

町を訪れました。

　なかとみ青少年自然の里に到着した一行を下部小学校の児

童 28 人がお出迎え。レクリエーションやほうとう作り体験を

行い、親睦を深めました。八重瀬町（合併前の旧具志頭村）に

は、山梨県の戦没者慰霊碑「甲斐の塔」があります。昭和 28

年（1953年）に、その前身となる慰霊碑を自費で建立した

のが身延町（当時は曙村）中山出身の山中幸作氏。その縁によ

り、平成７年から旧中富町との間で交流が始まりました。

八重瀬町児童生徒が、沖縄伝統芸能「エイサー」を披露

協力しながらほうとう作り

八重瀬町児童生徒が、沖縄伝統芸能「エイサー」を披露

協力しながらほうとう作り
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絵画・

大河内小

下山小学

　12月14

画・写真

絵画の部

（指導者

部で最優

た。受賞

【絵画の

ツ少年団

ポーツ少

少年団（

少年団（

八重瀬町児

協力しなが

八重瀬町児

協力しなが

動物の放し飼いは近所に迷惑をかけています

文部科学大臣賞を受賞 
大河内地区

　身延町教育委員会は国や県で進めている学校・家庭・地域が一体となっ

て子どもを育てる「学校応援団育成事業」の一環として、大河内地区をモデ

ル地区に指定し「みんなで大河内の子どもを育てる協議会」を設立しました。

そして８集落すべてが「みんなで育てる会」を立ち上げ、地域住民が一つに

なり子どもを真ん中にした取組みを平成 22 年から行ってきました。

　地域の子どもは地域で育てるという当然のようでなかなか出来ない活動が、

組織的になされていることが評価され、今回文部科学大臣表彰を受けました。

ますますの活動が期待されます。

【問い合わせ先】環境下水道課  環境衛生担当　☎ 0556-42-4814

　猫は飼い方によって、他人に迷惑や危害を及ぼすことがあります。

日頃から正しい飼育を心がけ、最後まで責任を持って飼いましょう。

猫にとっての屋外は決して楽園ではなく、病気などに感染しやすく

なります。そのため、 をしましょう。

　猫にも ようにしましょう。
迷子になり、家へ帰れなくなった猫は野良猫になることがあり
ます。また、発情期に走って逃げ、事故が多発しています。そ
れは、不妊手術を行わない飼い主の責任です。
　「オスだから」というのは「自分の家で増えないから」という
人間の勝手な都合です。

　飼っていない動物（野良犬・野良猫）等に継続してエサを与える
ことは、飼い主と同じ責任を負うことになります。その動物がまわり
に迷惑をかけた場合は、エサを与えている人の責任になることもあり、
野良犬、野良猫たちは、人間の都合で生まれたかわいそうな動物たち
です。これ以上、

ください。
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身延町波木井407番地　電話（0556）62-2141　HPアドレス  http://www3.town.minobu.lg.jp/lib/

NO.113

2月の休館日

一年の中で一番寒い季節になりました。でも、暦の上で
は季節は春。梅の花便りももうすぐです。

3・10・17・24日 （毎週月曜日）
28日（金・月末整理日）

イベント情報

懐かしいわらべうたやことば遊びを楽しい
実践を通して学びます。

＊講　師：齊藤順子さん
(山梨子ども図書館代表)

＊日　時：2月22日（土）
午後1時～3時30分

＊場　所：身延町総合文化会館　2階和室
＊定　員：20人（要申込）

定員になり次第、締め切り
◆申込・問い合わせは身延町立図書館へ

蕁0556-62-2141

今回は
《春の訪れとひなまつりのおはなし》

＊内　容：春の絵本の読み聞かせ
ミニシアター・工作など。

「おひなさま」の顔出し看板での写真
撮影もあります。男の子も大歓迎！！

大勢の参加をお待ちしています！
＊日　時：2月23日（日）午前10時～
＊場　所：身延町総合文化会館

1階　メディアルーム
＊対　象：3歳くらいから
＊参加費：無料

読み聞かせのための
わらべうた講座

2月のわくわくおはなし会

毎月、恒例のわくわくおはなし会。12月はクリスマスの
絵本の読み聞かせやミニシアター、それから松ぼっ

● ● ●

くり
● ●

を使
ってクリスマスツリーを作りました。最後はサンタさんも登
場して、にぎやかなおはなし会となりました。

「12月のわくわくおはなし会」から

0・1・2歳児とその保護者の方を対象に行われている「ち
いさなちいさなおはなし会」。「あつまれ！0・1・2」を合
言葉にわらべ歌や手遊び・絵本の読み聞かせ・ミニ工作など
を行っています。年に一度のスペシャルおはなし会では今年
も、昨年に引き続き南部町立図書館のおはなしボランティア
の方がきてくださいました。お話を聞いたり、手遊びで遊ん
だりと、とても楽しいおはなし会となりました。また、月に
一度の「うたのおはなし会」では音楽に合わせていろいろな
楽器にチャレンジしています。いつもすてきなハーモニーに
みんなノリノリ！！12月のミニ工作ではかわいい「クリス
マスリース」を作りました。

ちいさなちいさなおはなし会は
日時：毎週火曜日　午前11時～
場所：身延町総合文化会館　2階和室　で行っています。
※　詳しくは町政カレンダーをご覧ください。

「ちいさなちいさなおはなし会」から
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錫
すず

のコースター作り体験教室!
参加者募集!!

世界文化遺産登録された富士山にちなんで２月23日
「ふじさんの日」に、錫

すず

を使ったオリジナルコースター作
り体験教室を初開催いたします!!

六角形と円形のどちらか好きな型に、富士山形や星形
など、思いおもいの形の紙を貼りつけ、デザインを作り
ます。その型に熱した錫を流し込み、しばらく待って冷
やし固めると、その貼り付けた型の模様が付いたオリジ
ナルコースターが作れる体験教室です。

講師は、峡南高校の先生と生徒さん!!シルバーアクセサ
リー作り体験教室と同様、優しく教えてくれるので、初
めての方でも安心して体験できますよ。

なお、この日に限り、エントランスでは、富士山デザ
インキーホルダー作成体験（1個につき100円）も開催中。
こちらはご予約なしでも、お申し出いただければ作成で
きます。合わせてお楽しみください。

日　時：２月23日（日）
午前の部　午前10時30分～11時30分
午後の部　午後１時～２時
キーホルダー作成体験　午前10時30分～午後２時

場　所：湯之奥金山博物館　多目的ホール
主　催：山梨県立峡南高等学校・湯之奥金山博物館
定　員：各回10人ずつ（要事前予約）
参加費：500円（材料費として）

第15回 金山豆知識講座
金山豆知識講座とは、湯之奥金山に関係する様々な専

門用語を、解説を交えながら紹介するコーナーです。

前回の豆知識講座で説明をしたとおり、回転式挽き臼
の中で、湯之奥型が一番古い形の鉱山臼ということが分
かっています（第14回参照）が、次に古い形と考えられ
ているのは「黒川型」です。この臼は山梨県甲州市（旧
塩山市）黒川金山に特有の臼であることから、この名前
がついています。
「黒川型」は「湯之奥型」と違って供給孔は中心にあり

ますが、磨り面（臼の裏側）を見てみると、孔の脇に段
差のついた窪みがあります。この段差は下臼と上臼を固
定して支えるための軸の跡です。この跡が残されている
ことが「黒川型」の特徴で、黒川型は、全国各地にある
比較的古い時代の鉱山で発見されています。各地で発見
されている「黒川型」の大きさや形は様々なので、もっ
と研究を進めて細かく分類する必要があります。

リアル謎解きゲーム
湯之奥金山の財宝を追え

昨年12月、大好評だったリアル謎解きゲーム『湯之奥
金山の財宝を追え』を再演いたします。

自分がストーリーの主人公になり、複数人のグループ
で博物館内のあらゆる場所に隠されているいくつもの謎
やパズルを解いていき、湯之奥金山に隠された財宝へ近
づいていく…。制限時間60分の間に、すべての謎を解く
ことができるか!?前回参加できなかった方もこの機会に
ぜひお申し込みください。

期　日：第２回１月25日（土）
第３回２月11日（祝･火）
各回とも午後１時30分～３時30分

場　所：湯之奥金山博物館１階多目的ホール
定　員：各回とも30人まで（先着順）
対　象：小学生以上（小さいお子様は保護者同伴）
参加費：小・中学生700円 高校生以上900円

※謎解き終了後、砂金採り体験もできます。
・５～６人のチームで謎を解いていただくイベントで
す。チーム編成は、事務局の任意で行いますので、一
緒のチームになりたい希望がある場合は、お申し込み
時にその旨、お伝えください。

2月の休館日（毎週水曜日）
5日、12日、19日、26日

再演決定 

回転式挽き臼【黒川型】

親子映画観賞会　豪華3本立て
日　時：２月８日（土）午後１時～
場　所：湯之奥金山博物館　２階映像シアター
作　品：豪華３本立て

①【帰ってきたドラえもん】
②【ドラえもん～おばあちゃんの思い出】
③【ドラえもん～のび太の結婚前夜】

定　員：85人（要事前予約）
※詳しくは博物館ホームページをご覧ください



広報みのぶ　　2月号　　No.113 12
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【
日
時
】
２
月
21
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

【
場
所
】
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
　
　
　

【
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限
】
２
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14
日

（
送
迎
を
希
望
の
場
合
は
、
合
わ
せ
て
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
）

【
申
し
込
み
先
】

福
祉
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課
在
宅
支
援
担
当

蕁
０
５
５
６
（
２
０
）
４
６
１
１

【
募
集
内
容
】

①
会
場
整
理
・
運
営
（
80
人
）

４
月
５
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
８
時
30
分

②
運
行
補
助
（
30
人
）

４
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
８
時

③
祭
り
案
内
業
務
（
10
人
）

４
月
４
日
（
金
）
午
後
３
時
〜
７
時
30
分

４
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分

④
救
護
補
助
（
10
人
）

４
月
５
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
８
時
30
分

※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方

【
応
募
方
法
】

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
、
希
望
す
る
業
務
（
③
の
祭

り
案
内
業
務
は
希
望
日
も
）、
過
去
の
経

験
有
無
を
明
記
の
上
、
〒
４
０
０
│
０

・
身
延
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
所
定
事
項
を
ご
記

入
い
た
だ
き
、
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

添
付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

som
u@

tow
n.m

inobu.lg.jp

【
応
募
期
間
】

２
月
３
日
（
月
）
〜
２
月
28
日
（
金
）

【
選
考
】
委
員
は
、
選
考
会
を
経
て
町
長

が
委
嘱
し
ま
す
。
選
考
に
際
し
て
は
、
行

政
改
革
に
対
す
る
熱
意
を
有
す
る
方
の
中

か
ら
、
年
齢
、
性
別
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
そ
の
他
】

※
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
ご
応
募
い
た
だ
い
た
場
合
に
お
い
て
も

右
記
選
考
理
由
に
よ
り
委
嘱
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。（
本
人
に
通
知
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。）

②
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
会
議
開
催
時

間
に
つ
い
て
は
、
平
日
の
夜
間
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
行
政
改
革
担
当

蕁
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
０

福
祉
保
健
課

在
宅
支
援
担
当
（
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
在
宅
で
介

護
さ
れ
て
い
る
家
族
の
方
を
対
象
に
、
介

護
者
同
士
の
情
報
交
換
や
、
相
談
し
合
え

る
関
係
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
在

【
応
募
資
格
】
次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る
方

①
身
延
町
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た
は

身
延
町
内
に
所
在
す
る
事
業
所
等
に
勤
務

す
る
方

②
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
、
満
20
歳
以

上
の
方

③
身
延
町
議
会
議
員
及
び
身
延
町
役
場
職

員
で
な
い
方

【
募
集
人
員
】
５
人
以
内

【
任
期
】
３
年
間
（
平
成
29
年
３
月
末
日
ま
で
）

【
応
募
方
法
】

応
募
用
紙
に
所
定
事
項
を
記
入
の
上
、

①
持
参
②
郵
送
③
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
、
本
庁
総
務
課
及
び
各
支

所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

【
応
募
先
】

①
持
参
（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
）

・
身
延
町
役
場
本
庁
舎
総
務
課
行
政
改

革
担
当
、
身
延
支
所
、
下
部
支
所
、
久
那

土
出
張
所
、
古
関
出
張
所

②
郵
送
　
〒
４
０
９
│
３
３
９
２
身
延
町

切
石
３
５
０
　
身
延
町
役
場
総
務
課

行
政
改
革
担
当
宛
　
※
郵
送
料
は
ご
負
担

く
だ
さ
い
。（
２
月
28
日
到
着
分
ま
で
有
効
。）

③
電
子
メ
ー
ル
　

平
成
26
年
度
（
単
年
度
）
身
延
町
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
を
、
２
月
３
日
（
月
）

か
ら
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
受
け

付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
身
延
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
申
請
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
平
成
25
年
１
月
に
申
請
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、有
効
期
限
内
で
す
の
で
、

今
回
の
申
請
は
不
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

財
政
課
財
政
担
当

蕁
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
２

町
で
は
、
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、

組
織
の
簡
素
合
理
化
、
事
務
の
効
率
化
な

ど
行
財
政
運
営
の
改
善
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
身
延
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を

発
足
し
、
調
査
、
審
議
及
び
提
言
を
頂
き
、

行
政
改
革
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に

「
身
延
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
の
委

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

おしらせ 
INFORMATION

平
成
26
年
度
身
延
町
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
受
付
開
始

あ
な
た
の
声
を
行
政
改
革
に
！

第
４
期
身
延
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員
を
募
集

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
交
流
会

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

第
43
回
信
玄
公
祭
り
（
案
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
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【
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
】

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
４
１
│
０
０
３
１
東
京
都
品
川
区
西

五
反
田
７
│
15
│
４
第
三
花
田
ビ
ル
４
階

蕁
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

http://w
w
w
.kskk.or.jp

通
信
制
は
、
主
に
自
宅
学
習
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
作
成
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
る
課
程

で
す
。
毎
日
登
校
す
る
全
日
制
・
定
時
制

と
は
学
習
形
態
が
違
い
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
特
定
の
科
目

を
選
び
、
学
習
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
募
集
学
科
】
普
通
科
衛
生
看
護
科

※
衛
生
看
護
科
は
、
甲
府
看
護
専
門
学
校

の
准
看
護
学
科
に
合
格
ま
た
は
在
籍
の
者

【
出
願
資
格
】
①
中
学
校
を
卒
業
し
た
者

及
び
平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
、

ま
た
は
高
等
学
校
を
退
学
し
た
が
再
入
学

を
希
望
す
る
者
②
県
内
在
住
の
者
に
限
る

（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
入
学
選
抜
】
書
類
審
査
・
作
文
・
筆
記

試
験
及
び
面
接
に
基
づ
い
て
行
う
。

※
出
願
期
間
・
入
学
料
・
授
業
料
に
つ
い

て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
要
項
・
出
願
書
類
の
問
い
合
わ
せ
先
】

山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制

蕁
０
５
５
（
２
２
６
）
４
４
１
２

で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】
山
梨
県
司
法
書
士
会

【
会
開
催
日
時
】

２
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
４
時

【
開
催
場
所
】
飯
富
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

身
延
町
飯
富
２
２
８
０

【
相
談
対
象
】
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、

不
動
産
登
記
そ
の
他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

蕁
０
５
５
（
２
５
３
）
２
３
７
６

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、「
第
38
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ

ロ
ン
島
」の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
に
近
い
南
の
島
で
、
全
国
か
ら
参
加

す
る
仲
間
と
の
共
同
生
活
や
野
外
活
動
を

通
し
て
友
達
作
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
協

力
し
助
け
合
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を

養
い
ま
す
。
ま
た
在
日
外
国
人
小
学
生
と

活
動
・
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
言
語
や

習
慣
を
越
え
て
友
情
を
深
め
、
国
際
感
覚

を
身
に
つ
け
る
第
一
歩
と
し
ま
す
。

【
期
間
】
３
月
26
日
（
水
）
〜
４
月
１
日
（
火
）

【
場
所
】
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

【
説
明
会
】
無
料
・
自
由
参
加
（
説
明
会

場
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

【
定
員
】
小
学
生
２
０
０
人
、
在
日
外
国

人
小
学
生
１
０
０
人

【
締
切
】
３
月
５
日
（
水
）
申
込
み
先
着
順

な
お
、新
設
高
等
支
援
学
校
の
校
舎
は
、

現
在
の
か
え
で
支
援
学
校
分
教
室
（
旧
山

梨
園
芸
高
等
学
校
）
の
校
舎
を
改
修
し
、

通
学
区
域
は
県
内
全
域
と
し
ま
す
。

募
集
す
る
校
名
は
「
○
○
○
学
園
」
を

基
本
と
し
ま
す
。

今
回
は
、
校
名
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
を

募
集
す
る
も
の
で
す
。（
応
募
数
の
多
い

校
名
が
選
ば
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
）

【
募
集
期
間
】

２
月
５
日
（
水
）
〜
３
月
20
日
（
木
）

【
応
募
方
法
】
新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進

室
ま
で
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
便
は
が
き

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
記
載
事
項
】

「
高
等
支
援
学
校
の
校
名
（
○
○
○
学

園
）
・
ふ
り
が
な
・
そ
の
理
由
」、「
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
」

【
送
り
先
】
〒
４
０
０
│
８
５
０
４
甲
府
市

丸
の
内
１
│
６
│
１
　
山
梨
県
教
育
庁
新

し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室
校
名
募
集
係
宛

メ
ー
ル
（gakkosui@

pref.yam
anashi.lg.jp

）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室

蕁
０
５
５
（
２
２
３
）
１
７
５
２

山
梨
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
２
月
を

「
相
続
登
記
お
済
で
す
か
月
間
」
と
し
て
相

続
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
予
約
不
要
先
着
順
・
相
談
は
無
料

０
３
１
　
甲
府
市
丸
の
内
１
│
８
│
17

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
係
ま
で
送
付
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

（k-takahashi@
yam

akan-sk.jp

）
も
可
。

３
月
10
日
必
着
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

蕁
０
５
５
（
２
３
１
）
２
７
２
２

FAX
０
５
５
（
２
２
１
）
３
０
４
０

山
梨
県
の
高
齢
者
生
涯
学
習
機
関
で
あ

る
「
山
梨
こ
と
ぶ
き
歓
学
院
」
で
は
、
来

年
度
の
学
生
募
集
を
行
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
２
月
３
日
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

【
修
行
年
限
】
２
年
間

（
１
年
間
で
25
講
座
実
施
）

【
費
用
】
１
６，

０
０
０
円

（
入
学
後
に
基
本
学
習
費
と
し
て
納
入
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
梨
こ
と
ぶ
き
歓
学
院

蕁
０
５
５
（
２
３
３
）
６
９
４
７

県
下
初
と
な
る
軽
度
の
知
的
障
害
が
あ

る
生
徒
を
対
象
と
し
た
高
等
支
援
学
校

を
、
平
成
27
年
４
月
（
予
定
）
に
新
設
す

る
に
当
た
り
、
校
名
を
募
集
し
ま
す
。

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

平
成
26
年
度
学
生
募
集

校
名
募
集
！

県
下
初
の
新
設
高
等
支
援
学
校

無
料
法
律
相
談
会

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

南
の
島
で
国
際
交
流
・
野
外
活
動
体
験

小
学
生
〜
高
校
生
参
加
者
募
集

生
徒
募
集

山
梨
県
立
中
央
高
校
通
信
制
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11
月
30
日
か
ら
12
月

１
日
、
県
一
周
駅
伝
大

会
が
20
区
間
、１
６
８．

４
キ
ロ
で
開
催
さ
れ
、

各
地
域
か
ら
17
チ
ー
ム

が
出
場
し
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。
峡
南
地
域
か

ら
は
「
西
八
代
・
南
巨

摩
」
チ
ー
ム
が
参
加
。

結
果
は
総
合
第
10
位
で

昨
年
の
７
位
よ
り
順
位

は
落
と
し
ま
し
た
が
、

12
区
で
小
林
大
地
選
手

（
梅
平
）
が
区
間
賞
を

取
る
な
ど
快
走
を
見
せ

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。11

月
24
日
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
武
道
館

で
山
梨
県
少
年
柔
道
選
手
権
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

蘆
小
学
校
１
・
２
年
女
子
軽
量
級

３
位
小
林
鈴

み
す
ず

（
原
小
１
年
）

蘆
小
学
校
４
年
女
子
重
量
級

３
位
佐
野
亜
里
彩

（
原
小
４
年
）

蘆
中
学
校
１
年
男
子
中
量
級

優
勝
松
村
士

ま
も
る

（
身
延
中
１
年
）

蘆
中
学
校
２
年
男
子
中
量
級

２
位
佐
野
歩
夢

（
身
延
中
２
年
）

蘆
中
学
校
３
年
女
子
軽
量
級

３
位
小
笠
原
奈
々
（
身
延
中
３
年
）

蘆
中
学
校
３
年
女
子
軽
量
級

３
位
藤
田
絵
里
香
（
身
延
中
３
年
）

12
月
８
日
、
県
営
緑
が
丘
体
育
館
で
「
第

32
回
Ｎ
Ｔ
Ｔ
山
梨
フ
レ
ッ
ツ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
山
梨

県
綱
引
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
身
延
町
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
役
場
若
手
職

員
有
志
と
そ
の
仲
間
で
結
成
し
た
「
Ｍ
Ｎ

Ｂ
48
」
と
「
Ｍ
Ｎ
Ｂ
24
」
の
２
チ
ー
ム
が

出
場
し
、「
Ｍ
Ｎ
Ｂ
48
」
が
昨
年
の
リ
ベ

ン
ジ
を
果
た
し
、
見
事
優
勝
！
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

12
月
15
日
、
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

内
に
て
み
の
ぶ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
内
1.5
㎞
を
２
周

す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
気
・
気
候
と
も
に
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、
１
３
７
人
の
参
加
者
が
思

い
思
い
に
走
り
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
小
学
生
男
子
の
部

池
上
拓
（
身
延
小

６
年
）
▽
小
学
生
女
子
の
部

遠
藤
桃
子

（
原
小
４
年
）
▽
中
学
生
男
子
の
部
望
月

康
平
（
身
延
シ
ニ
ア
２
年
）
▽
中
学
生
女

子
の
部

池
上
由
真
（
身
延
中
２
年
）
▽

高
校
男
子
の
部

上
田
将
也
（
身
延
高
１

年
）
▽
高
校
女
子
の
部

佐
野
晴
菜
（
身

延
高
１
年
）
▽
一
般
の
部

平
林
稔
介

（
飯
富
）
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

野
直

也
・
祐
輔
（
波
高
島
・
下
部
小
３
年
）

第
11
回
み
の
ぶ
健
康
マ
ラ
ソ
ン

第
50
回
山
梨
県
一
周
駅
伝
競
走
大
会

第
11
回
山
梨
県
少
年
柔
道
選
手
権
大
会

区間 区間順位 氏名
3・17 区 6・  7 位 小林 大地（市之瀬） 農林高校  3 年
8・13 区 4・11 位 上田 将也（小田船原） 身延高校  1 年
12 区 1 位 小林 大地（梅平） 国士舘大  2 年
16 区 11 位 末松 裕鏡（相又）
18 区 若林 亮太（下田原） 身延高校  2 年

身延町からの出場選手（敬称略）

16 位
山梨学院大  4 年

西八代・南巨摩チーム第14中継所
襷リレーの様子（古関出張所前）

わっしょいひっぱり隊部門（22チーム参加）
優勝　ＭＮＢ48

中学・高校生ランナー中学・高校生ランナー

小学生・ファミリーの部スタート!!小学生・ファミリーの部スタート!!

　
広
報
み
の
ぶ
１
月
号
12
ペ
ー
ジ
「
親
子
で

考
え
る
税
に
関
す
る
標
語
」
の
受
賞
者
名
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤
・
・
銅
賞 

原
小
学
校 

依
田
亮
太

正
・
・
銅
賞 

原
小
学
校 

佐
田
亮
太

　
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
・
と
・
が
・
き

　
今
年
の
広
報
誌
の
目
標
を
決
め
ま
し
た
。

「
身
近
な
広
報
誌
」
そ
し
て
「
頑
張
る
人
を

応
援
」
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
頑
張
る
人
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
頑
張
る
人
、
な
ど
な
ど
、
多

く
の
人
を
応
援
（
掲
載
）
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
「
頑
張
る
人
」

情
報
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ

と
「
身
近
な
広
報
誌
」
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
！
　
　
　
　
　
（
広
報
担
当 

Ｈ
）

●●

第
32
回
山
梨
県
綱
引
選
手
権
大
会
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死　　亡　ご冥福をお祈りします
氏　名　 （年齢） 届出人　　（地　区）

INFORMATION 平成25年12月１日～31日までの受付（敬称略・順不同）

善　　意　ありがとうございます

婚　　姻　末永くお幸せに

－－－－身延町へ－－－－

－社会福祉協議会へ －

夫　　　　　　 妻　　　　 （地　区）

　償却資産とは、事業用資産（構築物、機械、装置、工具
及びその他の備品など）で、決算書の中で減価償却費とし
て経費になっていく資産のことをいいます。
　このような資産をお持ちの方は、１月１日現在の所有資
産について、申告が必要となります。まだ申告書を提出さ
れていない方は、早急に提出をお願いします。

　　■提出期限：１月３１日（木）
　　■提  出  先：税務課、下部支所、身延支所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　入札日 12 月 17 日   － 

委 託 ・ 工 事 名 場 所 請 負 業 者 請負金額（円）

大島用排水路改良工事 大 島 匠建設工業㈱ 4,042,500

林道樋之上線舗装改良工事 樋 之 上 ㈱佐野工務店 1,438,500

● 山梨県電子部品・デバイス・電子回路、電気
　機械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金
　　１時間　８０６円
　（効力発生日：平成 25年 12 月 26 日）

● 山梨県自動車・同附属製造業最低賃金
　　１時間　８１５円
　（効力発生日：平成 25年 12 月 21 日）

● 山梨県最低賃金
　　１時間　７０６円
　（効力発生日：平成 25年 10 月 18 日）

山梨県最低賃金が改正されました

【問い合わせ先】

　鰍沢労働基準監督署　☎ 0556-22-3181

　山梨労働局賃金室　　☎ 055-225-2854

【問い合わせ先】

　税務課 課税担当　☎ 0556-42-4803

償却資産 申告 お済み償却資産 申告 お済み

毎月１回（１日）発行　
●編集・発行　
〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350番地
身延町役場 政策室 広聴広報担当　蕁0556-42-2111（代表）
蕭0556-42-2127 URL  http://www.minobu.lg.jp/

広 報 み の ぶ

出　　生　すくすくよい子に
あかちゃん 保護者 （地　区）

※個人情報保護のため、個人が特定できる

情報は削除して掲載しました。



・

・

・

・

・

・

愛逢傘（ミニチュア傘）1, 050円 →840円
（張子）十二支 各840円 →672円

（張子）大笑い猫 1,260円 →1,008円
→840円

お部屋のアイテム、ちぎり絵などの趣味のも
のに和紙製品を！

→1,760円ちぎり絵セット（色紙大）2,200円

大福 三福だるま 3,150円 →2,520円

吊ししあわせだるま 1,050円

　和紙の里では、より多くの方に和紙の温もりを感じ
ていただきたく３月１日（土）～３月23日（日）まで、
和紙・彩市を開催します。 店内の商品、あれもこれ
も20％割引！（一部の商品は対象外になります）これ
を機会に、まだ来たことのない方もぜひ和紙の里へ！

身延町
なかとみ和紙の里

身延町西嶋345　蕁0556-20-4556　※火曜日休館

体験申込みの際、「ハローキティーの和紙漉き体験」を選択い
ただくだけで、通常の体験と同じ料金でお楽しみいただけます

ハローキティーの和紙漉き体験
好評実施中

期間
限定

新成人代表による「誓いの言葉」

新成人の抱負を書いた風船を一斉に大空へ！

　１月 12 日、身延町総合文化会館で成人式が行

われました。

　式典では、新成人代表の小林大地さん（梅平）

と佐野真帆さん（古長谷）が「21 世紀の礎とな

る世代であることの責任を深く自覚し、自己を磨

き、広く社会の発展に努めてまいります」と誓い

の言葉を読み上げました。

広報みのぶ　　2月号　　No.113 16




